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　市川市議会では、年４回の各定例会で、交渉会派（所属議員数３人以上の会派）の代表による代

表質問を行います。２月定例会の代表質問は、市長の施政方針、教育長の教育行政運営方針及び新

年度予算を含む市長提出議案等を対象として行いました。ここでは、代表質問のうち、会派が指定

した項目の主な内容を掲載しています。

※２月定例会の代表質問は２月20日に通告を締切り、２月28日から３日間の日程で行いました。

時
に
も
有
効
に
機
能
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
有
事
の
際
に
も
、
庁
舎
内

で
市
民
の
生
命
と
安
全
が
守
ら

れ
る
状
態
で
あ
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
だ
が
、
追
加
さ
れ
る
階

段
は
、
具
体
的
に
は
避
難
時
に

ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
。

答　
新
第
１
庁
舎
の
当
初
設
計

に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法
等

ら
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

階
段
設
置
工
事
は
一
度
棚
上
げ

し
て
８
月
に
全
面
開
庁
し
、
３

年
後
を
目
途
に
中
央
階
段
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
の
評
価
を
行

っ
た
上
で
設
置
を
検
討
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
、
中
央
階
段

を
設
置
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

改
め
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
当
該
階
段
に
は
、
市
民
や

職
員
等
の
動
線
と
し
て
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
補
完
、
文
化
、

経
済
あ
る
い
は
市
民
活
動
の
連

携
と
い
っ
た
役
割
の
他
、
将
来

的
に
は
１
階
と
２
階
の
フ
ロ
ア

間
の
市
民
交
流
を
促
す
た
め
の

役
割
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
役

割
は
、
今
後
50
年
を
超
え
て
使

用
さ
れ
る
新
庁
舎
に
お
い
て
、

将
来
に
わ
た
り
庁
舎
機
能
を
最

大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
北
国
分
２
丁
目
の
開
発
行

為
に
伴
う
樹
木
の
伐
採
に
つ
い

て
は
、
特
に
伐
採
を
規
制
す
る

法
令
が
な
い
こ
と
や
台
風
の
大

風
等
に
よ
る
倒
木
の
危
険
性
等

も
勘
案
し
、
道
路
を
整
備
す
る

上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判

断
し
た
。
開
発
行
為
の
際
の
緑

の
保
全
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
樹
林
の
保
全
を
判
断

す
る
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
課
題
を
整
理
す
る

と
共
に
、
各
市
の
状
況
も
注
視

し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
が
原
則

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
人

口
減
少
社
会
に
備
え
、
成
長
か

ら
成
熟
へ
と
舵
を
切
る
べ
き
時

代
に
、
な
ぜ
組
織
を
肥
大
化
さ

せ
る
よ
う
な
改
編
を
行
う
の
か
。

答　
今
回
の
組
織
改
編
は
、
単

純
に
整
理
統
合
す
る
と
い
う
視

点
の
見
直
し
で
は
な
く
、
政
策

の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
現
に
向

け
、
急
速
な
社
会
環
境
の
変
化

や
新
た
な
行
政
課
題
に
も
迅
速

に
対
応
で
き
る
、
柔
軟
か
つ
機

能
的
な
組
織
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
組
織
の
新
設

だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
た

切
り
分
け
や
再
編
も
行
っ
て
お

り
、
肥
大
化
と
の
指
摘
は
当
た

ら
な
い
。
今
後
は
、
経
営
方
針

に
基
づ
く
民
営
化
や
民
間
委
託

等
も
継
続
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
に
も
一
層
注
力
す
る

こ
と
で
、
組
織
や
職
員
数
を
適

正
に
管
理
し
、
小
さ
く
て
大
き

な
行
政
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

い
。
大
型
化
す
る
台
風
等
に
備

え
、
速
や
か
に
こ
う
し
た
設
備

の
避
難
所
へ
の
設
置
を
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状
及
び

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
は
平
成
12
年
度
以
降
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
30

年
度
末
現
在
で
、
避
難
所
と
な

る
小
中
学
校
の
う
ち
15
校
に
３

kW
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
お
り
、
避
難
所
の
照

明
等
を
賄
う
規
模
で
は
な
い
も

の
の
、
校
舎
の
照
明
等
の
電
源

の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

今
後
は
他
の
小
中
学
校
に
も
太

陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る
他
、

日
差
し
が
な
い
状
態
で
も
電
力

の
供
給
を
可
能
に
す
る
た
め
、

蓄
電
池
等
の
導
入
に
つ
い
て
も

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

の
全
体
的
な
計
画
を
令
和
２
年

度
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

の
関
係
法
令
で
避
難
に
必
要
な

階
段
を
建
物
両
端
の
２
カ
所
と

し
た
。
そ
こ
へ
更
に
、
追
加
階

段
に
よ
り
中
央
部
に
動
線
を
設

け
る
こ
と
で
避
難
経
路
が
増
え
、

火
災
等
が
発
生
し
た
際
に
は
、

市
民
や
職
員
の
更
な
る
安
全
確

保
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
避
難

と
救
助
の
錯
綜
が
少
な
く
な
る

こ
と
で
、
消
防
隊
等
の
ス
ム
ー

ズ
な
救
助
活
動
に
も
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
法

的
な
検
証
に
つ
い
て
は
、
避
難

安
全
検
証
法
に
基
づ
く
国
土
交

通
大
臣
の
認
定
を
取
得
す
る
。

央
部
へ
の
階
段
設
置
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
市
民
が
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
市
長
か
ら
階
段

の
設
置
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状

況
と
考
え
る
。
市
は
、
庁
舎
移

転
に
合
わ
せ
て
、
広
報
紙
で
新

庁
舎
の
特
集
号
を
発
行
す
る
予

定
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
も

っ
と
早
い
時
期
に
、
階
段
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る

効
果
等
に
つ
い
て
、
市
長
の
言

葉
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ

き
で
あ
る
。
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
市
民
に
対
し
て
は
、
今
後

予
定
し
て
い
る
新
庁
舎
の
特
集

号
と
は
別
に
、
広
報
紙
の
コ
ラ

ム
記
事
等
を
用
い
て
、
市
長
自

身
の
言
葉
で
階
段
設
置
等
の
考

え
方
に
つ
い
て
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答　
戦
没
者
追
悼
式
は
遺
族
の

希
望
で
平
日
に
開
催
し
て
い
る

が
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
考
慮

す
る
と
、
若
い
世
代
が
参
加
し

や
す
い
休
日
の
開
催
は
効
果
的

と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
遺
族
会

を
含
む
関
係
団
体
と
の
協
議
・

調
整
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

併
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
運
営
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
等
、

若
い
世
代
が
参
加
で
き
る
方
策

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

追
悼
式
は
平
和
の
大
切
さ
を
認

識
で
き
る
行
事
で
あ
る
一
方
、

教
育
の
中
立
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
特
定
の
平
和
事
業
等
へ
の

児
童
生
徒
の
参
加
は
、
学
習
活

動
の
結
果
と
し
て
、
個
人
の
意

思
で
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

毎年10月に開催される戦没者追悼式

公共施設の屋上に設置された太陽光発電設備

新
庁
舎
整
備

新
第
１
庁
舎

の
中
央
階
段

開
発
行
為
と

緑
地
保
全

行
政
組
織

の

改

編

避

難

所

の

太
陽
光
発
電
設
備

市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

戦
没
者
追
悼
式

問　
令
和
元
年
８
月
下
旬
、
市

は
新
第
１
庁
舎
１
・
２
階
中
央

部
へ
の
階
段
の
追
加
設
置
を
決

め
、
建
物
の
構
造
を
変
更
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
階
段
は
、
火
災

等
の
不
測
の
事
態
に
よ
る
避
難

問　
現
在
建
設
中
の
市
役
所
新

第
１
庁
舎
は
、
建
物
完
成
後
に

１
階
と
２
階
の
間
の
中
央
階
段

設
置
工
事
を
行
う
た
め
、
令
和

２
年
８
月
に
供
用
可
能
な
部
署

か
ら
部
分
開
庁
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
８
月
部
分

開
庁
で
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
部

署
の
分
散
が
継
続
す
る
こ
と
と

な
り
、
業
務
の
効
率
化
や
災
害

対
応
等
の
危
機
管
理
の
観
点
か

問　
最
近
、
北
国
分
２
丁
目
の

風
致
地
区
で
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
大
木

13
本
が
、
開
発
行
為
に
伴
う
道

路
整
備
に
よ
り
伐
採
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
こ
う

し
た
開
発
行
為
に
よ
る
緑
地
の

減
少
を
抑
止
す
る
た
め
、
市
が

樹
木
医
や
学
識
経
験
者
に
委
嘱

し
て
い
る
緑
の
調
査
専
門
委
員

等
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
を
設

置
し
、
開
発
行
為
に
伴
い
伐
採

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
樹
林
を

保
全
す
べ
き
か
否
か
を
調
査
・

審
議
す
る
制
度
を
作
る
べ
き
と

問　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
行

政
組
織
の
改
編
で
は
、
部
や
課

の
数
が
増
え
る
。
組
織
が
拡
大

す
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
人
も
予

算
も
増
加
し
、
組
織
が
肥
大
化

し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
組
織

の
改
編
に
お
い
て
は
ス
ク
ラ
ッ

問　
小
中
学
校
等
の
避
難
所
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄

電
池
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
や
仙
台
市
、
千
葉
市
と
い

っ
た
他
の
自
治
体
が
取
り
組
み

を
推
進
す
る
一
方
、
本
市
の
取

り
組
み
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

問　

新
第
１
庁
舎
１
・
２
階
中

問　
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
、
戦
没

者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
も
、

戦
没
者
追
悼
式
を
継
続
し
、
次

の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現

在
、
追
悼
式
は
平
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
若

い
世
代
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

休
日
に
開
催
す
る
等
の
工
夫
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
と
し
て
、
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
追
悼
式
の
意
義
を
伝

え
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
す

る
よ
う
促
す
こ
と
は
可
能
か
。

無
所
属
の
会

増
田
　
好
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総
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友
　
正
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友
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石
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よ
し
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越
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党
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者
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田
　
伸
一

つ
か
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し
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の
り

中
山
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紀

か
い
づ
　
勉


